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担当教員 鬼頭 俊介
到達目標
(ア)蒸気の一般的性質について理解する。水の等圧蒸発過程についてP－v線図および、T－s線図を使って説明できる。
(イ)飽和蒸気、湿り蒸気、過熱蒸気の状態量を計算できる。
(ウ)絞り熱量計について理解し，乾き度の計算ができる。
(エ)ジュール-トムソン効果について理解する。クラペイロンの式について理解する。
(オ)蒸気表および蒸気線図の意味を理解し、これらを用いて蒸気の状態量を読み取り、蒸気に関する計算ができる。
(カ)蒸気タービンサイクルについて理解し、熱効率および、各状態での状態量を求めることができる。
(キ)流れに対する一般エネルギー式および連続の式を理解する。
(ク)ノズル内の流れを理解する。
(ケ)臨界圧の意味を理解し、先細ノズル、末広ノズルの違いおよび、その性質について説明できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
水の蒸発過程および状態について
説明でき，蒸気表を用いて状態量
、仕事、熱量の計算ができる。

水の蒸発過程および状態について
説明できる。

水の蒸発過程および状態について
説明できない。

評価項目2
蒸気サイクルについて説明でき、
蒸気サイクルに関する計算ができ
る。

蒸気サイクルについて説明できる
。

蒸気サイクルについて説明できな
い。

評価項目3
流れの一般エネルギー式、ノズル
内の流れ，ノズルの種類について
説明でき、これらに関する計算が
できる。

流れの一般エネルギー式、ノズル
内の流れ、ノズルの種類について
説明できる。

流れの一般エネルギー式、ノズル
内の流れ、ノズルの種類について
説明できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 C2-3 「エネルギーと流れ」に関する専門知識の修得
JABEE d 当該分野において必要とされる専門的知識とそれらを応用する能力
本校教育目標 ① ものづくり能力
教育方法等

概要
蒸気サイクルは多くの発電施設で用いられており、日常生活の中でも重要なサイクルのひとつである。本科目では、は
じめに基礎的事項として、蒸気の性質について説明し、種々の状態量の求め方を説明する。そして、蒸気サイクルにつ
いて説明し、その作動原理、熱効率向上のための方法を説明する。また、蒸気タービンでのエネルギー変換の原理を学
ぶ上で必要な気体の流動、ノズル内での流れについて説明する。

授業の進め方・方法
基礎的事項として、蒸気の性質について説明し、種々の状態量の求め方を説明する。そして、蒸気サイクルについて説
明し、その作動原理、熱効率向上のための方法を説明する。また、蒸気タービンでのエネルギー変換の原理を学ぶ上で
必要な気体の流動、ノズル内での流れについて説明する。

注意点 事前に履修、修得しておくことが望ましい科目：熱力学Ⅰ
選択必修の種別・旧カリ科目名
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 蒸気の一般的性質、水の等圧蒸発過程、三重点 蒸気の一般的性質を理解し、水の等圧蒸発過程につい
てP－v線図および、T－s線図を使って説明できる。

2週 蒸気の一般的性質、水の等圧蒸発過程、三重点 蒸気の一般的性質を理解し、水の等圧蒸発過程につい
てP－v線図および、T－s線図を使って説明できる。

3週 蒸気の一般的性質、水の等圧蒸発過程、三重点
蒸気の一般的性質を理解し、水の等圧蒸発過程につい
てP－v線図および、T－s線図を使って説明できる。三
重点について説明できる。

4週 蒸気の状態変化、蒸気表、乾き度、蒸気の状態量、蒸
気線図、絞り熱量計

飽和蒸気、湿り蒸気、過熱蒸気の状態量を計算できる
。

5週 蒸気の状態変化、蒸気表、乾き度、蒸気の状態量、蒸
気線図、絞り熱量計

飽和蒸気、湿り蒸気、過熱蒸気の状態量を計算できる
。絞り熱量計について説明できる。

6週 蒸気の熱力学的状態量 蒸気の熱力学的状態量について説明できる。
7週 蒸気の熱力学的状態量 蒸気の熱力学的状態量について説明できる。

8週 ジュールトムソン効果、相平衡、クラペイロン－クラ
ウジウスの式

ジュール-トムソン効果およびクラペイロンの式につい
て説明できる。

2ndQ

9週 蒸気タービンサイクル、ランキンサイクル、再熱サイ
クル、再生サイクル

蒸気タービンサイクルについて説明でき、熱効率およ
び、各状態での状態量を求めることができる。

10週 蒸気タービンサイクル、ランキンサイクル、再熱サイ
クル、再生サイクル

蒸気タービンサイクルについて説明でき、熱効率およ
び、各状態での状態量を求めることができる。

11週 蒸気タービンサイクル、ランキンサイクル、再熱サイ
クル、再生サイクル

蒸気タービンサイクルについて説明でき、熱効率およ
び、各状態での状態量を求めることができる。

12週 気体の流れとノズルの理論、流れの一般エネルギー式
と連続の式、ノズル内の流れ

流れに対する一般エネルギー式および連続の式につい
て説明できる。

13週 気体の流れとノズルの理論、流れの一般エネルギー式
と連続の式、ノズル内の流れ

流れに対する一般エネルギー式および連続の式につい
て説明できる。

14週 気体の流れとノズルの理論、流れの一般エネルギー式
と連続の式、ノズル内の流れ

ノズル内の流れを理解し、ノズルの種類および性質に
ついて説明できる。



15週 前期のまとめ 前期の内容を理解する。
16週

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

中間試験 定期試験 合計
総合評価割合 40 60 100
専門的能力 40 60 100


